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日本の農家の系統的研究
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日本の農家主屋には，図のように，基本的で性格の明らかな型がある。それぞれの基本型に

は部屋数を加えた類似の平面があり，基本型を核として形態的に関連した平面型の群が想定さ

れる。一つの群内では単純な型から複雑な型への発展が実証されることも多く，系統的なつな

がりも濃いが，形が似ているだけで発展の上では無関係のものも含まれている。群に若干の修

正を加え，系統的関連のある型の集合に再編成したものを系統群と仮称し，近吐災家の発展を

系統群の変遷として概観すると次のようになる。

( 1 ) 近世民家の成立は地方により遅速はあるものの1 7 1 世紀とふられている。各系統群の中心と

なる図の平面型はすべて1 7 世紀には川現している。しかし，これらの平面型をとる家は上勝に

限られ，大部分の家は系統的特色に乏しい平而( 床ｋｌ室，あるいは部屋の性絡不l ﾘ l l Mf な２察) であ

った。これら1 7 世紀の小型の家は消滅し，小数の大型家のみを今日見るわけである。

( 2 ) １７世紀の分布状況は，近畿に7 1 3 . 7 5 4系統群( 7 1 3 . 7 5 4型を含む) ，関東に4１１．４３１（4 5 2咽を

含む）・5 1 2 の系統群があり，その他では4 1 1 が多いなかで四国の5 0 1 ( 2 1 1 型を含む) など地方的類

型が点在していた。東北，九州の遺構数はきわめて少ない。

( 3 ) １８世紀は，前世紀の地方的特色を保ちつつ７５４系統群が各地に現われ，これの進出しない

東北には4 3 1 系統群が拡がってゆく。

( 4 ) １９世紀に入ると，7 5 4 系統群は東北以外の各地に渋密に分布する。4 1 1 系統作は全国的に少

なくなるが，東北では4 3 1 と共に主流となっている。

( 5 ) １９世紀には各系統群とも類型が増え，核となる基本型の比率は下がる。大型で複雑な平面

が現われるが，反面，系統群の特色は薄れ，どの系統群に偶するか判断できないようなものも

でてくる。

( 6 ) 近世を通じてもっとも亜要な系統群は4 1 1と7 5 4で，この両者の合計比率は各1世紀とも5 0％

を超える。両者は，系統群が除禽に衷退し他の系統群と共に7 5 4 系統群へ収敵する過程をとるｃ

( 7 ) 視点を変え，民家としてもっとも特色のある広間（1 1 術生活の場であると同時に接祥も行なわ

れる，民家独' ' 1の意匠のある部屋) を指標と

して…広, 剛のない素朴な家から広’ Ⅲ|K剛÷＃号HK蕊舗雲溌

間のある家へ，そして広間が座蚊にとつ２１１２１２４１１ ４３１

て変るという経過をたどる。
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なお, この研究は既刊の民家関係調在了HK雛ＺＨ蕊Ｚ|蝋ＺＺ: 瀞

報告書，修理工･ ‘ j ( 報告群を基礎盗料とし４５２５１２７１３７５４

て用いている。（, ｌｆｌｌ１端）農家の主な平I I I i 頬型
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